
                                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1969 年（昭和 44 年）、二紀会委員展に出品された作 

荘厳な雰囲気の

ステンドグラスを

背に鹿鳴館様式の

ドレスを着た女性

がたたずんでいま

す。逆光に浮かび

上がった表情は凛

として美しく、ふ

んわりとした髪型

は古典的なモチー

フの中にも洗練さ

れた現代的なスタ

イルです。 

商業デザインで

活躍していた宮永は、1970 年頃、「純粋に自分だけの

絵を描きたい。」と挿絵などのマスコミの仕事から離

れ、油彩画の制作に取り掛かります。 

そしてその頃、ヨーロッパで見たルネッサンス絵画

の古典的作風に感動し、ヨーロッパ風のドレスを着た

美人画を描き始めました。舞台設定、人物の容姿や衣装

など、現実離れした世界観の作品によって、宮永の理想

とする耽美的な女性像を表現することに成功しました。 

本作品は70年代に取材旅行で訪れたパリのサント・

シャペルのステンドグラスに惹かれ描かれた作品で、

光と影のコントラストの巧みな表現が魅力的な宮永

の代表作にひとつです。 

美術館では本作品のポストカードを販売しています。

ぜひ美術館でご覧ください。  

 

フォトやまゆり 

季
とき

を巡る 
1 月 17 日（火）～1 月 22 日（日） 

10:00～18:00  （初日 13：00 から 最終日 17：00 まで） 

一年間撮影地に行って撮った自信の作品です。全紙３４全倍４

完成度が高く特にプリントの技術を見てほしい。 

山口 博 個展 

四季の彩り 

 1 月 24 日（火）～1 月 29 日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00 から 最終日 15：00 まで） 

四季の彩りをテーマにした風景写真を展示しています。光と影

に注目してご覧下さい。 

  

2 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

大根・鶴巻地区特別支援学級作品展 

2 月 7 日（火）～2 月 15 日（水） 

フォトグラフィカ秦野（写真展） 

2 月 21 日（火）～2 月 26 日（日） 

写楽クラブ（写真展） 

2 月 28 日（火）～3 月 5 日（日） 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

2023    月 1 

《 憩 》 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 
油彩画 80F 1978 年 

展示作品より今月の一点 

展示作品より今月の一

点 

 

1 日(日) 2 日（月） 10 日(火) 16 日(月) 23 日(月) 30 日(月) 

※  1 月 3 日(火)から 7 月分までの予約を受け付けてい

ます。 

※  新型コロナ感染症の影響により、催し物の予定が急遽

変更になる場合があります。ご来館の際は、お気軽に美術

館にお問い合わせください。 

西湘フィルハーモニー管弦楽
団の皆様による演奏と、朗読劇の
コラボレーションという珍しい
企画でした。物語に合わせた優し
い音色のバイオリンが心地よく
胸に響きました。最後は「きよし
この夜」の演奏に一足早いクリス
マス気分を満喫しました。 

 

観 覧 料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は 100円割引） 

     ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

開館時間 ・午前 10時から午後 7時（入館時間は午後 6時 30まで） 

※ 3 日（火）4 日(水)は 17：00 に閉館します。（入館は 16：30 まで） 

1 月の休館日 

宮 永 岳 彦 記 念 美 術 館 

ギ ャ ラ リ ー コ ン サ ー ト 


